
括

事業費

ケ

内訳 （単位：千円）
令

ア

和 4年度 令和 5年

推

度 令和 6年度 令和 

進

7年度 令和 8年度 令

課

和 9年度

事業費 計画

、

0

病

16,076,22

院

3 16,278,15

経

0 16,786,19

営

6 16,781,80

戦

7
実績 0

略

0

財
源
内
訳

国

課

庫 計画 0 8 7 5 0

、

支出金 実績 0

0

0
県 計

新

画 0

病

0 8,914,711

院

8,814,687 9

建

,457,116 18

設

,173
支出金 実績 0

課

0

、

地方債 計画 0 0 0 0 0

地

0
実績 0 0 0

その他 計

域

画 0 1

医

22,058 124,

療

152 113,642

連

53,634
実績 0 0

携

0
一般 計

室

画 0

施

0 7,039,446

策

7,339,304 7

が

,215,433 16

市

,710,000
財源

民

実績 0

/

0

人件費 計画 0

必

167,

要

416 136,264

な

136,264 136

と

,264
実績 0

き

0
トータル 計

に

画 0

安

16,243,6

心

39 16,414,4

し

14 16,922,4

て

60 16,918,0

医

71
コスト 実績 0

療

0

を受けることができる
目指す

令

姿

方針
・市立総合病院

和

は、急性期病院・地域

 

医療支援病院として地

7

域の医療機関等への訪

年

問や交流等を積
極的に

度

行い機能分化及び連携

施

強化を図る。
・新病院

策

の建設を着実に進める

方

とともに、リクルート

針

活動の充実により将来

書

を見据えた医療従事者

政

の確保、電子処方箋・

　

ＲＰＡなどのＤＸの推

策

進及び市立病院が果た

0

すべき役割・機能の充

1

実を図る
。

令和 7年

共

度 ・後期高齢者の増加

に

に伴い、市民が希望す

支

る療養生活を実現でき

え

るよう、在宅療養とい

合

う選択肢も
あることを

い

講演会や出前講座等に

豊

より周知するとともに

か

、専門職同士による連

に

携に係る課題の解決
策

暮

の検討や研修会の開催

ら

等により、医療・介護

せ

の連携強化にも取り組

る

み、在宅療養を支える

ま

サービ
ス提供体制の充

ち

実を図る。
・生活習慣

づ

病対策や在宅医療推進

く

のため、かかりつけ医

り

を持つことについて、

施

市立総合病院来院者
へ

　

の周知、広報やいづへ

策

の掲載、健康講座等を

0

通して、更に普及啓発

2

を進める。

安心で良質な医療の提供
主

指標
成果 焼津市の医療

管

体制が整っていると思

課

っている人の割合 単位

健

％
指標名① 達成率区分

康

増加目標
令和02年度

づ

令和 4年度 令和 5

く

年度 令和 6年度 令和

り

 7年度
目標値 計画 5

課

4 54 54 54
実績 5

関

3.9 53.1 54.

連

5
達成率 98.33%

課

100.93%
成果 か

国

かりつけ医をもってい

保

る市民の割合（４０歳

年

以上） 単位 ％
指標名②

金

達成率区分 増加目標
令

課

和02年度 令和 4年

、

度 令和 5年度 令和 

健

6年度 令和 7年度
目

康

標値 計画 70.1 70

づ

.1 70.1 70.1

く

実績 70 67.9 70

り

.3
達成率 96.86

課

% 100.29%
成果

、

単位
指標名③ 達成率区

納

分
令和 4年度 令和 

税

5年度 令和 6年度 令

促

和 7年度
目標値 計画

進

実績
達成率

課、地域包

0

0
0

0
0

0

0
0

0

0



 

に

総合病院、市の３者に

必

おいて、医療体制の構

要

築に必要
な事項を整理

な

し、円滑な病診連携体

医

制及び在宅医療の体制

療

構築に向けて具体的な

機

検討が必要である
。 

能

 
施策の ・後期高齢者

等

の増加に伴い在宅療養

を

者が増加する中、希望

5

維

された療養生活の実現

持

に向け、医療と介
課題

、

護サービスを切れ目な

強

く円滑に提供ができる

化

よう、更なる連携体制

し

の構築を図る必要があ

つ

る。
・生活習慣病対策

つ

や在宅医療の推進のた

、

め、かかりつけ医を持

新

つことは重要であるた

年

病

め、さらに普
及啓発を

院

進めていく必要がある

建

。
・災害医療救護体制

設

の整備については、救

に

護所の医療資機材を見

向

直し、救護所運営に関

け

する研修会
や訓練の充

、

実について継続して取

基

り組む必要がある。
・

本

国民健康保険事業につ

度

設

いて、静岡県国民健康

計

保険運営方針に基づく

の

保険料水準統一に向け

見

た取組
を、今後も継続

直

して進める必要がある

し

。
 

・焼津市立総合病

を

院には、循環器科がな

行

く他の病院に紹介され

っ

るので、市内の病院に

た

受診できると
よいと思

評

。

うが、一方で、志太地

・

域の３病院で連携して

年

医療を充実させるとい

々

う考え方もある。整理

増

をした方がいいのでは

加

ないか。
・看護師が不

す

足していると思うので

る

、そのための支援をお

人

願いしたい。
・在宅医

工

療や介護については、

価

透

家族も不安に思ってい

析

る事であるため、在宅

や

生活を支える介護保険

点

制度についてなど知る

滴

機会があるとよい。
　

注

また、在宅生活を支え

射

るために女性が離職す

に

ることもあるので、深

よ

堀して考えていく必要

る

がある
。

市民意見

兼

治療などの医療ニーズ

事

に対応していくために

中

４Ａ病棟を
血液浄化療

（

法室と点滴治療センタ

 

ーの一部に転換した。

令

・地域医療連携の強化

和

に向け、医師会、市立

 

総合病院、市の３者に

6

おいて在宅医療に対す

年

るニーズ
の変化や医療

度

資源の現状について共

）

有をした。また、県の

評

保健医療計画の策定に

価

あたり、本市での
「在

・

宅医療に必要な連携を

市

行う拠点」及び「在宅

立

医療において積極的役

総

割を担う医療機関」へ

合

の位
置づけ、「在宅医

病

療圏の設定」などを行

院

った。その後、実務者

で

による具体的な協議を

は

行った。
施策の ・医療

、

と介護専門職の顔が見

効

える関係づくりに資す

率

る研修会や意見交換会

的

の実施により在宅医療

・

と
振り返り 介護連携の

効

推進を図るとともに、

果

在宅医療市民啓発講演

的

会を開催し、市民に対

で

し事前に自分の望む
医

質

療やケアを考える人生

の

会議の普及啓発を行っ

高

た。　
・災害医療救護

い

体制の整備のため、医

医

師会、市立総合病院等

療

の関係団体と連携強化

提

に向けた協議や
、救護

供

所運営訓練を実施した

体

。また、災害時の健康

制

支援活動の万全を期す

を

ため、歯科保健に関す

構

る
連携協定を歯科医師

築

会と締結した。
・かか

し

りつけ医等の普及につ

て

いて、市ホームページ

い

へ掲載するとともに、

く

健康相談や健康講座実

た

施
時などに周知を図る

め

ことにより、かかりつ

に

け医を持つ市民の割合

、

の増加につながった。

公

・国民健康保険事業に

立

おいて、被保険者の資

病

格管理、医療等の給付

院

、保険税の賦課・徴収

経

を、適切
に行った。
 

営

・市立総合病院が果た

強

すべき役割・機能の充

化

実及び医師・看護師・

プ

薬剤師等の医療従事者

ラ

の確保を
図り、急性期

ン

病院として救急医療・

令

を

高度医療を提供しつつ

令

、地域医療支援病院と

和

して地域の医療機
関等

６

への訪問や交流等を積

年

極的に行い、地域医療

３

連携を更に推進する必

月

要がある。
・市立総合

に

病院は経営改善を進め

策

るため、病院経営強化

定

プランに基づき、医師

和

す

・看護師等の働き方
改

る

革（負担軽減等）と人

と

材育成、ＤＸの推進等

と

効率的な運営に努め、

も

医療提供体制の充実を

に

図ると
ともに新病院の

、

建設に向け準備を着実

新

に進める必要がある。

病

・地域医療連携の強化

院

に向け、医師会、市立


